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１．はじめに 

 1990 年に「「多自然型川づくり」の推進について」が

通達されて以降，河川の自然的環境の保全・創出を考慮

した河川整備が実施された．2006 年には，多自然型川

づくりの課題（住民参画の不足等）を踏まえた多自然川

づくり基本指針が通達され，これにより，河川の自然的

環境のみならず，地域の暮らしとの調和にも配慮した

河川改修が求められている．筆者らは，この地域の暮ら

しとの調和の観点から，河川の親水利用に着目した． 

 多自然川づくりの事例を親水利用の観点から事後評

価した事例は少なく，今なお課題となっている 1)．また，

既往研究 2)からは，多自然川づくりの実施主体の意図と

整備後の住民の利用実態とに乖離があることが報告さ

れている．さらに，親水利用について，「誰が」「どのよ

うな行為を」「どこで行っているか」という，具体的な

実態把握を行った例は少ない．これら 3 点の課題を検

討することは，今後の多自然川づくりの計画の在り方

を実証的に検討するうえで有用だと考えられる． 

そこで本研究では，住民参画による多自然川づくり

を実施した一級河川荒川水系黒目川を対象に，河川の

利用実態を経路観察法による踏査調査により把握した．

これらの結果から，親水利用の傾向を把握した． 

２．調査概要 

本研究の調査では，朝霞市を流れる荒川水系黒目川

を対象に，下流側から行政主体による河川整備を行っ

た区域（岡橋～東武東上線橋梁）と，住民参画による

河川整備を行った区域（東武東上線橋梁～泉橋）の 2

区域，全長 1.93㎞を設定し，さらに橋ごとに下流側

から区間分けを行い，合計 8 区間に分けた（図-1）． 

調査内容は利用者の年齢による利用属性の分類と，利

用行為を 7 つに分けた利用パターンの分類（表-1）をも

とに，それぞれ調査票に記録した．調査日は 2020 年 8

月 29 日から 8 月 31 日までと，9 月 2 日から 9 月 5 日の

計 7 日間とした．調査時間は 9 時から 17 時まで，1

時間おきにデータを採取した． 

３．調査結果 

(1)全体の傾向 

利用属性別にみた利用パターンの割合の結果を図-2

に示した．この結果から，幼児・児童では入水型の利用，

青年ではアウトドア型の利用，中年・老年では通過型の

利用が多いことが分かった． 

（2）区間別による結果 

まず，どの区間に利用行動が多くみられるかを特定

するため，10m 当たりの 1 日平均利用件数を図-3 に示

した．この結果から，行政主体による河川整備が行われ

た区間に関しては区間 3，住民参画による河川整備が行

われた区間に関しては区間 5，6 が利用件数の多い区間

であることが分かった． 

図-1 調査対象区域の位置図 

表-1 利用属性と利用パターンの分類方法と一致係数 
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次に，利用パターンごとの区間の利用件数が占める

割合を図-4 に示した．この結果から，利用の多い区間

では，全ての利用パターンで利用がみられることが分

かった．また，行政主体による河川整備が行われた区間

では，利用の多かった区間 3 を除き，通過型以外の利用

がほぼ行われていないのに対して，住民参画による河

川整備が行われた区間では，利用の少ない区間であっ

ても，区間ごとに特徴的な利用パターンがみられた． 

さらに，区間ごとにみた利用属性の割合を図-5 に示

した．この結果から，利用の多い区間 3，5，6 では，利

用の少ない区間と比較すると，中年・老年の占める割合

が小さく，その代わり，若い世代（幼児・児童・青年）

の占める割合が多いことが分かった． 

（3）横断面による結果 

続いて，河川の横断面による利用分析を行った．河川

の横断面による分類方法は図-6 に示した通り，堤防，

法面・高水敷，水際，低水路の 4 分類とした．なお，水

際は，水域と陸域の移行帯での利用とし，目視で観測を

行った．この分類を踏まえて，利用者の属性別にみた横

断面での利用場所の割合を図-9 に示した．この結果か

ら，幼児・児童は低水路，青年は法面・高水敷，中年・

老年は堤防での利用が多いことが分かった． 

図-2 利用属性別にみた利用パターンの割合 

図-3 10m 当たりの 1 日の平均利用件数 

４．まとめ 

 以下に，本研究で得られた知見をまとめた． 

1) 利用属性別にみた利用パターンの特徴として，幼

児・児童では入水型，青年ではアウトドア型，中年・

老年では通過型の利用パターンが多いことが分か

った．また，横断面での利用場所をみても，幼児・

児童では低水路，青年は法面・高水敷，中年・老年

は堤防での利用が特徴的であることから，発達段階

が成熟するにつれて，水域での利用から陸域での利

用に変化していることが分かった． 

2) 住民参画による河川整備を行った区域では，行政主

体による河川整備を行った区域と比較して，利用の

少ない区間であっても，釣りや水に親しむ利用が行

われていた． 

図-4 利用パターンごとにみた区間の利用件数の占める割合 

図-5 区間ごとにみた利用属性の割合 

図-6 横断面による分類方法 

図-7 利用属性別にみた横断面での利用場所の割合 
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